	家屋被害認定調査申込み　並びに　り災証明申請書

	浪江町長　

	（以下□には　レ　でチェックしてください）
	令和 　　　　年　　　　 月　　　　 日 

	希望調査
	□内部及び外観調査（立会い）　□外観調査（立会い不要）

	り災証明用途について
	□環境省家屋解体　　　□生活再建支援金　　□保険
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	申　請　者
(所有者
または
借家人
並びにそれぞれの同一世帯の方)
	住　　　　　所 　〒
（現在の住民票住所）

	
	アパート・マンション名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　号室

	
	避難先住所　　〒
アパート・マンション名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号室

	
	フリガナ
氏名
	
	生年月日
	　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日生

	
	電話
	

	
	所有者との関係
	□本人 　　□浪江町で同一世帯の方　□その他（　　　　　　　　　　　　　 　　）

	所有者
(申請者と同じ場合は記載不要）
	住　　　　　所　〒
（現在の住民票住所）
アパート・マンション名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　号室　

	
	フリガナ
氏名
	
	生年月日
	年　　　　　月　　　　　　日生

	
	電話
	

	調査対象
住家
	所在地　　　浪江町大字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　マンション・アパート名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所有者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　持家　　　□借家　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	必要枚数
	 　　　　　　　　　　　　　枚

	※本人若しくは同一世帯以外の方が申請者の場合は、下記委任状に記入してください。

	委　　　　任　　　　状

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　

	浪江町長　様

	上記申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	に、り災証明書の請求・受領について委任します。

	委任者
	現住所

	
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　


添付書類　１　申請者の身分証明書（運転免許証または保険証など）の写し
　　　　　２　借家の場合は、契約書の写し並びに家屋所有者の調査同意書
　　　　　　※調査同意については、家屋所有者に確認をさせていただきます。
建物被害認定調査の被害判定区分
被害判定区分は、全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊の４区分となります。
※ここでは、住宅用家屋を住家といいます。
	被害判定区分
	被害の認定基準

	全壊
	住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの。
・住家全部が倒壊、流出、埋没、焼失したもの、または住家の損壊が甚だしく、補修により元通りに再使用することが困難なもの。

	大規模半壊
	居住する住宅が半壊し、構造耐力上主要な部分の補修を含む大
規模な補修を行わなければ当該住宅に居住することが困難なもの。

	半壊
	住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの。
・住家の損壊が甚だしいが、補修すれば元通りに再利用できる程度のもの。

	一部損壊
	全壊、大規模半壊、および半壊に至らない程度の住家の破損で、補修を必要とする程度のものをいいます。


上記の認定基準は、建物の損壊状況を説明したものです。
被害認定調査は、建築士が行い、内閣府の被害認定基準に基づき、住家の傾きや部位（屋根・壁・基礎など）の損壊状況を確認して認定いたします。
認定については、調査実施日を認定日といたします。
